
                                   

                                   

                                   

                                  

  
 

決
定
し
た
こ
と
を

発
表
し
ま
し
た
。 

こ
の
提
案
は
、
障

が
い
児
の
入
所
施

設
と
し
て
長
期
入

 

問
題
だ
ら
け
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー 

関
連
す
る
条
例
と
補
正
予
算
に
反
対 
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
取
り
扱
い
を
め
ぐ

る
様
々
な
ミ
ス
が
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

取
扱
い
ミ
ス
は
絶
対
に
許
さ
れ
ず
、
厳
格

な
情
報
管
理
が
必
要
と
さ
れ
る
も
の
に

対
し
、
き
わ
め
て
ズ
サ
ン
で
す
。 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
導
入
に
よ
り
、
税

と
社
会
保
障
の
個
人
情
報
を
一
括
管
理

し
、
徴
収
強
化
・
給
付
抑
制
を
狙
う
と
と

も
に
、
権
力
に
よ
る
国
民
監
視
や
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
の
漏
え
い
な
ど
が
危
惧
さ
れ
る

も
の
で
す
。 

政
府
は
、
税
・
社
会
保
障
・
災
害
の
３

分
野
と
し
て
い
た
も
の
を
、
制
度
の
ス
タ

ー
ト
前
か
ら
健
康
診
査
や
銀
行
口
座
に

ま
で
拡
大
し
、
さ
ら
に
対
象
を
拡
大
す
る

こ
と
も
検
討
し
て
い
ま
す
。 

今
回
の
議
案
の
条
例
改
正
の
中
で
、

税
・
国
保
税
・
介
護
保
険
料
の
減
免
申
請

の
際
に
、
こ
れ
ま
で
の
氏
名
と
住
所
に
個

人
番
号
が
加
わ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
個

人
番
号
に
つ
い
て
は
、
書
か
な
い
場
合
で

も
受
付
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
こ
と
を
考
慮
し
た
条
例
に
す
る
べ
き

で
す
。 

日
本
共
産
党
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

導
入
に
反
対
で
あ
り
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
に
関
わ
る
条
例
改
正
と
補
正
予
算
の

議
案
に
反
対
し
ま
し
た
。 
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今
年
を
希
望
あ
る
年
に
！ 

立
憲
主
義
の
回
復
、
平
和 

暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
が
ん
ば
り
ま
す 

日
本
共
産
党
蓮
田
市
委
員
会 

        

 
  

黒
浜
沼
（
下
沼
）
の
オ
ニ
バ
ス

保
護
育
成
に
関
す
る
請
願 

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

黒
浜
沼
周
辺
の
自

然
を
大
切
に
す
る
会
、
ま
ち
づ
く
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
蓮
田
、
は
す
だ
観
光

協
会
、
蓮
田
ラ
ン
タ
イ
ズ
の
４
団
体

か
ら
提
出
さ
れ
た
請
願
は
、
総
員
で

採
択
さ
れ
ま
し
た
。 

 

小児医療センター現在地・跡地  

県
は
11
月
6
日
に
県
立
小
児

医
療
セ
ン
タ
ー
跡
地
活
用
と
し
て

医
療
型
障
害
児
入
所
施
設
を
運
営

す
る
優
先
交
渉
権
者
を
医
療
法
人

社
団
「
医
凰
（
い
お
う
）
会
」
に

参
院
埼
玉
選
挙
区
予
定
候
補 

12
月
定
例
会
は
11
月
27
日
開
会
、
議
員
16
人
が
一
般
質
問
、
市
長
提
出

議
案
の
「
蓮
田
市
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る

条
例
」「
蓮
田
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
な
ど
16
件
と
議
員
提
出

議
案
１
件
を
可
決
、
請
願
１
件
を
採
択
し
、
12
月
18
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。 

   

蓮田市議会 

12月定例会 

所
28
床
、
短
期
入
所
12
床
、
18
歳

以
上
に
な
る
障
が
い
児
の
療
養
介

護
20
床
、
併
設
施
設
と
し
て
90
床

の
病
院
を
設
置
し
、
医
療
型
障
害

児
入
所
施
設
と
の
連
携
を
図
り
、

２
０
１
８
年
４
月
に
運
営
開
始
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
。 

医
凰
会
の
提
案
し
て
い
る
「
90

床
の
病
院
は
、
医
療
型
障
害
児
入

所
施
設
と
連
携
を
図
る
」
と
し
て

お
り
、
併
設
施
設
の
病
院
に
小
児

科
は
必
須
と
な
り
ま
す
。 

住
民
や
患
者
家
族
の
み
な
さ
ん

が
、
強
く
要
望
し
て
き
た
「
小
児

救
急
・
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
・
入
院
」
の
実

現
性
は
十
分
に
あ
り
ま
す
。 

市
は
、
併
設
施
設
で
あ
る
90
床

の
病
院
へ
の
小
児
科
の
設
置
、
小

児
医
療
機
能
の
存
続
、
小
児
科
医

や
小
児
科
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
を
県

と
法
人
に
強
く
働
き
か
け
る
べ
き

で
す
。 

 

戦争法廃止２０００万署名 

市民の皆さんのご協力をお願いします 
 

９月１９日に戦争法（安保法制）が国会で

強行採決されましたが、戦争法反対の運動は

止まりません。「戦争させない・９条壊すな！

総がかり行動実行委員会」が呼びかけて、全

国で戦争法の廃止を求める統一署名が集め

られています。 

 蓮田でも各団体が街頭宣伝や訪問をして

署名を集め、「安倍さんは怖い」「知り合いに

も書いてもらう」と署名用紙を預かるなど、

運動が広がっています。「戦争は嫌」と署名

する中学生や高校生もいます。  

一筆一筆に思いを託して、しっかりと私た

ちの意思表示をしていきましょう。ぜひこの

署名にご協力ください！ 

 

 

参
院
比
例
代
表
予
定
候
補 

お
く
だ
智
子 

 

 
参
院
埼
玉
選
挙
区
予
定
候
補

伊
藤 

岳

 

き
し
お
悦
子 

栗
原
い
さ
む 

船
橋
ゆ
き
子 

 

市
議
会
議
員 

市
議
会
議
員 

市
議
会
議
員 

２
０
１
６
年
は
“
大
変
革
の
年
”
と
も
い
わ
れ
る
戦
後
二
度
目
の

“
丙
申
（
ひ
の
え
さ
る
）”
で
す
。
戦
争
法
（
安
保
法
制
）
廃
止
・

立
憲
主
義
の
回
復
、
消
費
税
増
税
・
社
会
保
障
費
削
減
・
格
差
拡
大
・

労
働
法
制
改
悪
の
阻
止
、
無
謀
な
原
発
再
稼
働
反
対
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
か
ら

の
撤
退
、
沖
縄
の
辺
野
古
新
基
地
建
設
ノ
ー
な
ど
安
倍
政
権
の
暴
走

を
許
さ
な
い
国
民
の
運
動
は
未
曽
有
の
広
が
り
を
み
せ
て
い
ま
す
。

蓮
田
で
も
小
児
救
急
な
ど
の
医
療
機
能
の
維
持
や
国
の
悪
政
か
ら

市
民
を
守
る
自
治
体
の
役
割
の
発
揮
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

日
本
共
産
党
は
、
参
議
院
選
挙
で
戦
争
法
廃
止
の
一
点
で
一
致
す

る
政
党
・
団
体
・
個
人
と
協
力
し
て
自
民
・
公
明
を
少
数
派
に
追
い

込
む
た
め
に
が
ん
ば
り
ま
す
。
力
を
合
わ
せ
て
、
今
年
を
平
和
と
暮

ら
し
を
守
る
希
望
あ
る
年
に
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 

県立小児医療センター  
＊地元説明会  

・ 2016 年 1 月 23 日 (土 )  

・午前 10 時 30 分～  

・岩槻特別支援学校体育館  

 



ＮＯ . １９７８            し  ん  は  す  だ      2015.12.27／ 2016.1.3 合併号                                     

                                   

                                   

                                   

                                   

                              

    

惑
い
や
不
安
が
生
じ
て
は
逆
効
果

で
は
な
い
か
」
な
ど
。 

蓮
田
市
教
育
委
員
会
は
、「
施
設

一
体
型
の
『
義
務
教
育
学
校
』
を

設
置
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か

し
、
平
野
小
平
野
中
学
校
を
併
設

し
な
が
ら
、
９
年
間
の
教
育
課
程

で
小
中
一
貫
教
育
は
進
め
て
い
き

た
い
」
と
答
え
ま
し
た
。 

 

栗
原
議
員
は
、「
小
中
の
連
携
は

必
要
だ
が
、
小
中
学
校
独
自
の
教

育
課
程
に
力
を
注
ぐ
べ
き
」
と
指

摘
し
ま
し
た
。 

 

 

し
て
い
る
バ
ス
会
社
と
の
今
年
度

の
契
約
が
、
諸
経
費
の
高
騰
の
た

め
難
航
し
、「
利
用
者
に
極
力
影
響

が
な
い
よ
う
検
討
」
さ
れ
た
結
果
、

７
月
か
ら
昼
の
駅
直
行
バ
ス
が
廃

止
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

利
用
者
か
ら
は
「
困
る
」「
バ
ス

が
な
く
な
り
一
日
お
き
に
し
た
」

と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
船

橋
議
員
は
「
セ
ン
タ
ー
は
高
齢
者

の
健
康
・
教
養
・
憩
い
の
場
で
あ

る
。
利
用
者
に
し
わ
寄
せ
が
い
か

な
い
よ
う
、
市
が
委
託
料
を
補
助

し
て
昼
の
バ
ス
を
復
活
す
べ
き
」

２
．
９
６
％
、
春
日
部
市
１
２
．

４
７
％
、
久
喜
市
１
２
．
６
８
％
、

白
岡
市
１
２
．
６
７
％
） 

白
岡
市
は
12
月
議
会
に
国
保

税
引
き
下
げ
を
提
出
し
ま
し
た
。 

き
し
お
議
員
は
、
基
金
積
立

金
・
繰
越
金
・
法
定
外
繰
入
金
な

ど
の
資
料
を
示
し
根
拠
を
明
ら
か

に
し
、
国
保
税
引
き
下
げ
を
求
め

ま
し
た
。 

蓮
田
市
の
26
年
度
決
算
で
は
、

積
立
基
金
は
４
億
８
千
万
円
で
、

一
人
当
た
り
２
万
９
千
円
、
一
世

帯
当
た
り
４
万
９
千
円
に
も
な
り

ま
す
。
ま
た
、
一
般
会
計
法
定
外

繰
入
額
は
県
平
均
の
33
％
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。 

き
し
お
議
員
は
「
基
金
の
活
用
、

法
定
外
繰
入
金
増
額
を
行
い
、
国

保
税
引
き
下
げ
」
を
求
め
ま
し
た
。 

 

 

小
中
一
貫
の
制
度
化
に
つ
い
て

モ
デ
ル
校
を
指
定
し
推
進
し
て
行

く
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ

ト
を
お
聴
き
し
ま
し
た
。 

答
弁
は
、
学
校
の
大
規
模
化
に

伴
い
個
性
や
行
動
の
把
握
が
し
づ

ら
く
な
り
、
現
行
制
度
で
築
か
れ

た
利
点
、
成
果
を
重
視
す
る
よ
り

も
国
の
施
策
に
傾
倒
す
る
性
急
さ

を
感
じ
ま
し
た
。 

議
員
の
質
問
に
も
あ
り
ま
し
た

が
、
教
師
は
小
学
校
高
学
年
の
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
な
ど
、
主
体
的
成

長
期
を
大
切
に
育
て
、
子
ど
も
は

自
信
と
期
待
を
も
っ
て
中
学
校
に

安
心
し
て
入
っ
て
行
き
ま
す
。 

こ
の
制
度
は
市
町
村

判
断
と
な
っ
て
お
り
、

慎
重
を
期
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
し
た
。 

西
新
宿 

清
水
和
子 

 

の３市議が一般質問  
 

２
０
１
５
年
６
月
に
学
校
教
育

法
が
改
正
さ
れ
、
小
学
校
か
ら
中

学
校
ま
で
の
義
務
教
育
を
一
貫
し

て
行
う
義
務
教
育
学
校
（
小
中
一

貫
教
育
）
を
新
た
な
学
校
と
し
て

規
定
し
ま
し
た
。
就
学
年
限
は
９

年
。
校
長
は
一
人
。
こ
れ
を
設
け

る
か
ど
う
か
は
市
町
村
の
判
断
で

決
め
ま
す
。 

 

蓮
田
市
に
お
い
て
は
平
野
小
中

学
校
が
立
地
的
条
件
・
学
校
規
模

か
ら
考
え
て
教
育
課
程
特
例
校
と

し
て
研
究
を
し
て
い
ま
す
。 

栗
原
議
員
は
、
義
務
教
育
学
校

に
な
っ
た
場
合
の
子
ど
も
へ
の
影

響
に
つ
い
て
、
自
分
の
意
見
を
述

べ
な
が
ら
質
問
を
し
ま
し
た
。 

「
一
貫
教
育
で
果
た
し
て
、
中

一
ギ
ャ
ッ
プ
は
解
消
さ
れ
る
の

か
」「
現
行
の
小
学
６
年
の
高
学
年

と
し
て
の
リ
ー
ダ
ー
的
力
量
を
育

て
ら
れ
る
機
会
が
減
る
の
で
は
な

い
か
」「
小
学
校
の
早
い
段
階
で
多

く
の
先
生
が
指
導
す
る
こ
と
で
戸

近
隣
市
よ
り
重
い
負
担 

財
源
を
示
し
国
保
税
引
き
下
げ
求
め
る 

 

き
し
お
悦
子
議
員 

 

 

 

国
民
皆
保
険
制
度
を
下
支
え
す
る

も
の
で
す
。 

し
か
し
、
所
得
に
占
め
る
比
率

を
他
の
公
的
医
療
保
険
と
比
較
す

る
と
、
国
保
が
９
．
９
％
に
対
し
、

協
会
け
ん
ぽ
が
７
．
６
％
、
組
合

健
保
が
５
．
３
％
と
、
国
保
の
負

担
が
高
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

さ
ら
に
、
き
し
お
議
員
の
質
問

か
ら
、
国
保
の
所
得
に
お
け
る
負

担
比
率
を
比
べ
る
と
、
蓮
田
市
の

国
保
税
が
全
国
平
均
及
び
近
隣
市

よ
り
も
負
担
が
重
い
こ
と
が
明
ら

か
と
な
り
ま
し
た
。
（
蓮
田
市
１

課
題
多
い
小
中
一
貫
教
育 

小
中
学
校
独
自
の
教
育
課
程
に
力
を 

 
 

栗
原
い
さ
む
議
員 

  

国
保
は
病
気
に
な
っ
た
時
に
誰

も
が
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ

る
、
憲
法
第
25
条
に
基
づ
く
社
会

保
障
制
度
で
あ
り
、
自
営
業
や
農

業
、
非
正
規
や
失
業
者
、
高
齢
者

が
加
入
す
る
公
的
医
療
保
険
で
、

と
求
め
ま
し
た
。 

担
当
部
長
は
「
５
年
間
契
約
の
中

で
、
指
定
管
理
料
の
増
額
が
で
き
な

い
」「
平
成
30
年
度
に
新
た
に
指
定

管
理
者
と
契
約
を
す
る
際
は
バ
ス

委
託
料
分
の
検
討
を
行
う
」
と
答
弁

し
、
市
長
は
「
運
営
を
充
実
す
る
意

味
で
、
ご
質
問
の
件
よ
く
検
討
し
て

い
く
」
と
答
え
ま
し
た
。 

指
定
管
理
者
制
度
が
導
入
さ
れ

た
平
成
17
度
と
今
年
度
の
管
理
料

を
比
較
す
る
と
４
１
４
万
２
千
円

の
減
で
す
。
減
額
さ
れ
て
い
く
管
理

料
の
中
で
変
わ
ら
ぬ
サ
ー
ビ
ス
を

維
持
す
る
の
は
困
難
で
す
。
市
は
適

正
な
管
理
料
を
設
定
す
べ
き
で
す
。 

 

他
に
、
超
高
齢
化
社
会
の
公
共
交

通
の
充
実
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。 

 

 

指
定
管
理
者
制
度
で
運
営
さ
れ

る
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
は
送
迎

バ
ス
が
あ
り
、
今
年
６
月
ま
で
は
行

き
帰
り
の
市
内
循
環
と
、
昼
に
蓮
田

駅
を
往
復
す
る
合
計
３
便
が
運
行

さ
れ
て
い
ま
し
た
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と
こ
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迎
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止
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た
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便
の
復
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橋
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き
子
議
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